
消費燃料削減量（年間） 約４７万リットル

関西国際空港でのCDA導入効果の試算（当面の５機分）

※ ２００９年３月の関西国際空港での飛行実績を基に、B７６７型機で１日５回のCDA方式が実施された場合を想定。
２００９年３月２９日から始まった夏ダイヤでは、対象時間帯で本邦航空機は１日平均５機の実績。
（ B７６７型機が１回のCDA方式の実施により削減可能な燃料は約４６０ポンドとして算出）

ドラム缶（２００㍑）換算で、約２，３６０本

CO２ 削減量（年間） 約１，１６０トン
一般家庭（年間排出量5.2トン）で、約２２３世帯分

樹齢５０年のスギの木に換算して、約８３，０００本分

削減金額（年間） 約１，８００万円

シンガポール市場のケロシン価格の２００９年４月第２週の平均値（１ガロン＝１．４８ドル）で算出
１ドル＝９９円（２００９年４月５日の為替相場）で算出

【参考】

一般家庭の年間排出量は、（独）国立環境研究所・「温室効果ガスインベストリオフィス」による

樹齢５０年のスギの木が１年間に吸収するCO２は１４㎏（林野庁による）

［別添］

CDA方式と一般的な到着方式の比較(イメージ)

着陸滑走路

一般的な到着方式：
エンジン推力を水平飛行時に上げる

CDA方式：
エンジン推力を下げたまま継続的に
降下する


